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不易と流行　―伝統を忘れず、変化を恐れず―
R６年度後期特別企画展「説話にみる異界と立山」を終えて
後期特別企画展連携企画　桂米福落語会を開催して
令和６年度立山博物館友の会バスツアー
　今年度は、初の1泊2日！富士山麓を巡る旅へ
学芸課発　立博雑学　第15回　R・W・アトキンソンの立山登山
盛りだくさん！出前展示　
　展示・三択クイズ・生徒の絵解き、イラストコンクールも
まんだらナイトウォーク・もみじを愛でる会を終えて
国重要文化財・旧嶋家住宅　耐震補強・保存修理工事を実施中
博学連携　中堅教諭資質向上研修を実施
二ホンカモシカ「シュート」に初孫誕生！
編集後記

不易と流不易と流不易と流不易と流不易と流行行
　　　―伝統を忘れず伝統を忘れず伝統を忘れず伝統を忘れず伝統を忘れず伝統を忘れず伝統を忘れず、、変化を恐れ変化を恐れ変化を恐れ変化を恐れ変化を恐れ変化を恐れずず―
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富山県［立山博物館］

ܹ動の令和6年がນをดじ、令和7年が࢝まりました。昨年
はݩ日に能登地方をݯとしたマグニチュード7.6の大地
がൃ生し、富山県内でも観測史上最大の度5ڧの༳れで
ॅやಓ路がଛյし、அ水、地൫のӷঢ়化などਙ大なඃ
に見われました。博物館の施ઃઃඋはܰඍなඃですみ
ましたが、あらためまして、٘ ਜ਼になられた方に深くѩౣの意
をදするとともに、ඃࡂされた皆さんに心よりお見い申し上
げます。

さて、ܹ 動の令和6年をৼりฦってみると、立山博物館にと
ってもܹ動の1年といえる大きな出来事がೋつありました。一
つは、一昨年に富山、石川、静岡の三県知事により݁ばれた
日本三霊山連携協定における連携事業として、「立山・白山・
富士山を巡るʕ立山ऺ徒と三ષ定ʕ」と題した特別企画展
を開࠵したことです。時間のない中での४උとなり、୲当学
芸員も大変でしたが、連携協定のおかげで、ී ஈは石川県ٴ
び静岡県でしか見ることのできない貴重な資料を展示するこ
とができ、ٱしぶりに約5000人の来館者でわいました。今
後の三霊山ڀݚのさらなるਐ展が期待されます。

館長　館長　岡田　知ݾ岡田　知ݾ

立山立山立山白山白山白山 富士山富士山富士山富士山

もう一つは、2年目をܴえた文化観ޫڌ点ܭ画です。令和5
年度に৽XeCαイトの開ઃ、デジタル立山曼荼羅のઃஔ、
動画コンテンツの੍࡞と配信などを実施しました。いずれも
来館者から好評ですが、令和6年度はさらに、展示館2֊の
展示解説৽業や室堂प辺施ઃでのαテライト展示、英
語൛XeCαイトの੍࡞などにऔりんでいます。特に展示館
では2֊に৽たなデジタルαイネージがಋೖされることになり
ました。3月には皆さんにお見せできると思います。どうぞ
ご期待ください。

いま世の中は、グローバル化やใ化がٸにਐ展し、多
様なओ体がスϐードで૬ޓに影ڹし合い、一つの出来事
がൣғかつෳ雑に伝しているため、先を見通すことがま
すますしくなってきています。このように༧測ࠔな時代で
はありますが、博物館としてඞ要な本࣭をܾしてれること
なく（不қ）、時代の変化に応じた৽しい手๏をऔりೖれる
こと（流行）で、さらなる魅力アップにつなげていきたいと考
えております。

立山博物館を本年もよろしくお願いします。



10月12日（土）に、富山出身の落語家桂米福師匠をお招きして、後期企
画展でも紹介された「亡女の片袖」に関連した噺、怪談「江島屋騒動」を
演じていただきました。

1席目の「替り目」、2席目の「紀州」の笑い話から一転、「江島屋騒動」
がはじまると会場の空気がぴりりと変わりました。日本の話芸の奥深さを
感じさせられる会となりました。　　　　　　　　　　　 （毛利成宏）

R6年度　後期特別企画展
「「「説話にみる異界と立山説話にみる異界と立山説話にみる異界と立山説話にみる異界と立山説話にみる異界と立山説話にみる異界と立山説話にみる異界と立山説話にみる異界と立山説話にみる異界と立山説話にみる異界と立山説話にみる異界と立山説話にみる異界と立山」を終えて」を終えて」を終えて」を終えて」を終えて」を終えて

桂米福落語会を開催して

この企画展の趣旨は、立山にまつわる「異界」観の変化を、古代から近世にかけてそ
れぞれの時代に成立した説話を通して検証するというものでした。　　

最初に「本ばかり展示ケース内に並べても、面白くない」という問題にぶつかりました。
そこで思いついたのが、「似幽霊」の一場面を立体物で展示することでした。幸いなこと
に展示する女の幽霊役と立山に来た男役の2体の人形は以前から当館にあったので、そ
れを活用することにしました。この展示は、江戸時代の見世物小屋風にしたいと思い、背
景に当時の口上を書いた紙を貼りました（この展示は撮影スポットとなっていました）。

また今回の展示では「富山県初公開資料」が多かったのも特徴です。特に「亡女の片
袖」（大念佛寺蔵）をはじめ、「能楽圖繪」（金沢能楽美術館蔵）、『本朝櫻陰比事』（関西
大学図書館蔵）、『善悪因果集』（当館蔵）など「片袖幽霊譚」関連の資料を中心に、時代
を反映した貴重な資料の数々を展示することが出来ました。

今回は会期が27日間と短く、観覧者数の伸びが心配でしたが、関連イベントの落語会
や、6回実施した解説会は概ね天候にも恵まれ、大勢のお客様にご来場いただきました。
解説会でお客様に面白かったと言っていただけたのが、何よりうれしいことでした。

最後に、ご協力いただきました関係各位と資料をご出品いただきました所蔵者の皆様
に、紙面をお借りして厚く御礼申し上げます。に、紙面をお借りして厚く御礼申し上げます。に、紙面をお借りして厚く御礼申し上げます（観覧者数：1,369人）　　　 （奥澤真一郎）

（2）─たてはく

後期特別企画展後期特別企画展
連携企画連携企画

富山県、石川県、静岡県が協力する「日本三霊山連携事業」
の一環として、立山博物館友の会では初めて、11月12日（火）、
13日（水）の1泊2日でのバスツアーを実施しました。

昨年のツアーの時から「ぜひ行きましょう！」とお声がけし
ていたためか、長距離の移動であったにも関わらず、見角会長
をはじめ、玉木副会長、友の会会員、ボランティア会員など、
総勢30名での旅となりました。

1日目は、午後2時半ごろに静岡県富士宮市の富士山本宮浅
間大社に到着し、揃っての正式参拝。大社の職員の方に、国
指定重要文化財の本殿や国指定特別天然記念物の湧玉池な
どをご案内いただき、夏の特別企画展で展示した「富士参詣
曼荼羅」に描かれたままの境内を散策することができました。
続いて、静岡県富士山世界遺産センターへ。今年度の文化講
演会の講師を引き受けてくださった大高康正先生が特別に館
内を案内してくださり、ツアー参加者も興味津々の様子でした。

2日目は、最初に滝つぼの虹と青空がマッチしていた白糸の
滝を訪れ、朝霧高原と富士山を車窓から眺めながら、山梨県
富士吉田市のふじさんミュージアム（富士吉田市歴史民俗博

物館）へと向かいました。令和5年4月にオープンした「ふじさ
んVRシアター」を体験すると、高精細な映像によって本当に
富士山へ登山した気分になりました。次に、世界文化遺産構
成資産の一つでもある忍野八海の「湧池」や「鏡池」などを
散策し、午後からは河口湖も散策しました。残念ながら山梨
県では富士山の姿を拝むことができず、「また来てほしいの
ね～」と言いながら帰路につきました。

初めての遠出のツアーとなりましたが、日本三霊山の一山で
ある「富士山」の信仰や歴史について現地で直接学ぶことが
でき、「日本三霊
山連携事業」とし
ても意義のあるツ
アーとなりました。
来年もまた、楽しく
学べるツアーにし
たいと思います。

（細木ひとみ）

令和6年度　立山博物館友の会バスツアー
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　今年は、雄峰高校の学園祭［11月2日（土）］にお伺いしました。
　教室をお借りして、八大地獄パネル、立山曼荼羅レプリカ3本の他、浄玻璃鏡、立山
開山佐伯有頼像などを展示し、立山信仰の世界をたっぷりと紹介しました。併せて今
回は、生徒たちによる絵解き口演や、くたべイラストコンクールも行われました。もちろ
ん、出前展示ではおなじみの「三択立山クイズ」も。正解者全員にオリジナルグッズを
差し上げていたのですが、想定外に大好評のため途中で景品が品切れになってしまい
ました。今後も校種やスペースにあわせて出前します。学校からのご連絡をお待ちして
います。（来場者２２０人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （吉野俊哉）

学芸課発
　学芸課によるリレー形式のコラムです。立山や立博に
ついての蘊蓄や魅力を、雑学としてお伝えします。

うん ちく

第15回　R・W・アトキンソンの立山登山
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（3）─たてはく

令和6年7月某日、伏木港に寄港した豪華クルーズ船から富山の地に降り立った200人以上の外国人が突如来館
し、筆者はグーグル翻訳を片手に応対しましたが惨敗。インバウンドへの対応について考えさせられる１日となりま
した。今回の立博雑学では、明治初期に立山を訪れた英国人アトキンソンの見た立山について紹介します。

ロバート・ウィリアム・アトキンソンは、1850年にイギリスのニューキャッスルで生まれました。英国化学学校およ
び英国鉱山学校で学び、明治7年（1874）に日本のお雇い教師（化学）として東京開成学校に赴任します。お雇い外
国人の多くは未知の国日本を旅し、植物や鉱物の採集、各地域の歴史文化に触れることを楽しみにしていました。ア
トキンソンも例にもれず、明治12年（1879）の夏に八ヶ岳・白山・立山を登ることを目的にディクソンと中沢岩太の3名
で旅行に出かけています。その紀行文が「YATSU-GA-TAKE, HAKU-SAN, AND TATE-YAMA.」（写真1、写
真2）です。富山での行程を見てみましょう。

【8月 7日】神通川の舟橋を渡り、平井屋旅館に宿泊
【8月 8日】常願寺川沿いにさかのぼり、上滝から原村へ
【8月 9日】籠の渡しで川（真川と湯川の合流地点付近か）を渡り、立山温泉へ
【8月10日】松尾峠を通り鏡石を経て室堂、地獄谷へ
【8月11日】雄山山頂へ向かう
宿泊した室堂の隙間風に不満をもらしながらも、雄山の頂上が近づくにつれアトキンソンの気分は高揚していきま

す。室堂から休憩なしに1時間ほど登り続け、ついに頂上に到達しました。頂上での眺めを、以下のように記しています。

白山からの眺めも素晴らしかったったが、立山の頂上からの眺めはそれをはるかにしのぐものだった。朝の
好天に恵まれ、あらゆる地点を簡単に見分けることができた。この立山とは反対側の海に近いところにある美
しい円錐形の富士山に至るまで、次から次へと連なる山波のうねり、そのどの一つをも極めてはっきりとした姿
で目にすることができたのである1）。

巡礼の様子を見たり、標高を測ったり（雄山を2,819ｍと測量）、頂上で2
時間ほど過ごしたアトキンソン一行は黒部川を渡り、針ノ木峠を越して信
州の大町に出て、その後帰京。約1ヵ月の大旅行を終えました。行程を記録
し、ゆく先々で標高を測り、沢山の植物を採集しました。アトキンソンの登
山は、探検登山・調査登山とよばれる一面があり、日本の近代登山のさき
がけをなしたひとりであったといわれています2）。

アトキンソンの登山から約1世紀半、現代の立山を訪れている外国人は
何を見て、どう感じているのでしょうか。　　　　　　　　　（河野史明）
1）R・W・アトキンソン著、渡辺芙時雄訳「明治12年、お雇い外国人の『八ガ岳・白山・立山』

紀行」（『山と渓谷』562号所収、山と渓谷社、1983年）、p250
2）安川茂雄著『近代日本登山史』、あかね書房、1969年
写真1、写真2の出典

『The transactions of the Asiatic Society of Japan』8、Asiatic Society of Japan、1964年
9月刊（ 国立国会図書館デジタルコレクションより転載）

写真1

写真2
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　当館はຖ年、富山県教ҭҕ員会からのґ頼で、中ݎ教་
資࣭向上ݚमの受講生を受けೖれています。このݚमは高
学校教་を対に、学校ӡӦで中֩的役ׂを果たす資࣭を
身に付けることを目的として、実施されるものです。
　今年度は１名のݚम参加رがあり、10月8日（火）～ 日̕

（水）の2日間にわたり受けೖれました。ݚम内༰は、学芸課長
の解説による展示施ઃの見学にはじまり、当館の教ҭීٴ活
動や̞ ̢̥、ボランティアの活動内༰やӡӦについて、各学
芸員の講義を受けました。最終日は「立山曼荼羅」のコーナー
の展示解説実शの後、館
長室にて博学連携につ
いて館長、学芸課職員と
意見ަを行い、全日程
を終ྃしました。

（奥澤真一郎）

富山地方鉄道立山線千垣駅
下車徒歩約30分（約 2 ㎞）
※日曜を除き町営バス事前予約運行
　　「雄山神社前」下車すぐ

˟���ʵ1��� 山ݝத৽܊立山ொѶሿࣉ��ʵ1
5&- ���ʵ��1ʵ1�1� '"9 ���ʵ��1ʵ11��

തؗͷ)1はࢁཱ
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人間と自然のかかわり方を学ぶ

でも情報発信中 立山博物館

● 最寄り駅

● 自家用車で
JR富山駅から 約 4 5分
立山駅（千寿ヶ原）から 約 1 5分
富山インターチェンジから 約 3 5分
立山インターチェンジから 約 3 0分

（�）─たてはく

　9月14日（土）にまんだら༡ԓにて「まんだらナイトウΥーク」を、
また11月3日（日・ॕ ）、4日（月・ৼ休）に教ࢉにて「もみじをѪでる
会」を開࠵しました。
　ナイトウΥーク2日目の15日（日）は、Ѷሿ寺で記録的豪Ӎがあ
り、残念ながら中ࢭになりました。また、もみじをѪでる会では、
もみじがまだ青いままでしたが、྆ 企画とも多数ご来ԓ・ご来館
頂き本当に感ँしています。
　今後も楽しい企画を通じて、皆様に博物館施ઃのྑいところを
ご案内できればと思います。　　　　　　　　　　（毛利成宏）

　かもしか園でࣂҭ中のニϗンカϞシカ「シュート」（オス14ࡀ）
の子どもで、現ࡏ長野市ӓ山動物園にି出中の「Τイト」（オス
との間に、ՄѪいちΌんが（ࡀϝス5）と、ಉ園の「ϞϞ」（ࡀ11
生しました。「シュート」にとっても初ଙになります。生まれたの
はϝスで、先日2ඖ
から名前をऔって

「ϞΤ」と名付けら
れました。これから
の成長を楽しみにし
ています。　　　

（毛利成宏）

立山博物館の施ઃの1つで、国の重要文化財であるౢچ家
ॅをิڧするとともに、屋ࠜ全面の෪替えやࠊ、ྨ۩ݐ
ਿൽு、土นなどのิम事を令和6年9月から行っています。
　ౢ家は、かつて富山県からذෞ県の高山市に通じるඈଭ֗
ಓ沿いにある、細ೖ村片ֻの֗ಓに面してݐてられていたॅ
です。18世紀にݐてられたとみられ、ޯ 配の؇い切࠺で
൘෪きの石ஔ屋ࠜが特徴的です。
　ত和46年（1971）3月に国の重要文化財に指定、立山博物
館の前身である「立山風土記のٰ」へ移ஙされました。これま
でにも大نなิम事が数回行われていますが、現ࡏもԟ
時の姿を残しています。
˔本事は、文化ிの令和6年度国ๅ重要文化財อଘ・活

用事業අิॿ金により実施しています。事のため、ݐ物
内部の見学はできません。

·んだΒφイトΥーク・
ɹɹもΈ͡ΛѪͰΔձΛऴ͑ͯɹɹもΈ͡ΛѪͰΔձΛऴ͑ͯ

ೋϗンΧϞγΧʮγϡートʯʹ
ॳଙ生！

令和7年が࢝まりました。今年は、ナント！！まんだら༡ԓが開ԓ30प年の
アニバーαリーイϠーです。າ年にちなんで、当館も、さらにൽして、৽
たな一面をニョロとお見せする、ϔϏーな年にしたいです（̝）。
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博学
連携

国重要文化財 旧嶋家住宅
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